
【問　題】

　症例：57 歳，男性．
　主訴：上腹部痛．
　現病歴：X 年 3 月，季節外れの寒波が訪れた夜，
上腹部痛を主訴に救急外来を受診した．血液検査
で炎症反応の上昇と肝障害，黄疸を認めた．腹部
CT 検査では胆囊結石を認めたが，胆管結石や胆

管拡張は認めなかった（Figure 1）．来院時には腹
痛はすでに改善していた．胆管結石の十二指腸へ
の自然排石（passed stone）による急性胆管炎が
疑われ，抗菌薬投与が開始された．炎症反応は改
善したが，肝障害と黄疸は遷延した．超音波内視
鏡検査（EUS）を施行したが，胆管結石は認めな
かった．なお，来院時から貧血を認めたが，消化
管出血を疑う症状はみられなかった．血液型検査
は実施されたものの，赤血球凝集のため判定不能

Figure　1.　腹部 CT．

寒波の夜に腹痛，黄疸と貧血で来院した 1例
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であった．
　既往歴：特記事項なし．
　生活歴：飲酒　1 日ウイスキー 210ml，週 7 日．
喫煙　1 日 20 本．
　身体所見：体温 37.3℃，血圧 115/85mmHg，脈
拍 83/分．眼瞼結膜は貧血様で，眼球結膜に黄染
あり．腹部は平坦・軟で，圧痛なし．体表に皮疹
なく，皮膚の色調変化なし．神経学的診察に異常
所見なし．
　血液検査所見：WBC 26050/μl，RBC 205×104/

μl，Hb 7.5g/dl，Ht 21.0%（MCV 102fl，MCH 
36.6pg，MCHC 35.7g/dl），Plt 53.0×104/μl，網赤
血球 135.0‰，AST 143U/l，ALT 265U/l，LDH 
855U/l，ALP 301U/l，γGTP 309U/l，T.Bil 30.1mg/
dl，D.Bil 17.1mg/dl，CRP 5.34mg/dl．
　画像所見：腹部 CT 画像を示す（Figure 1）．

1．鑑別診断は何か？‌
2．追加すべき検査は何か？
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